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　プラティテラとは、広いというギリシア語の比較級で、「天よりも広い」というバシリオス典
礼の讃詞に由来するマリアの尊称である。プラティテラ型聖母子像を図像学的に定義するならば、
両手を拡げてオランスの姿勢をとり、胸部に祝福するキリスト・インマヌエルを伴うマリア像を
指す（図 1）。このインマヌエルは概してメダイヨンに囲まれている 1。
　マリア図像の分類は研究者の間でもいまだ統一がとれず、オランスの姿勢ゆえにブラケルニ
ティッサと呼ばれることもあれば、幼子のメダイヨンの有無を重視してニコピア型と呼ばれるこ
ともある 2。しかし、本稿ではマリアの挙措を重視して双方との相違を認め、オランスの姿勢をと
り、胸にインマヌエルを伴うマリア像を総じてプラティテラ型と呼ぶこととする。
　胸部にインマヌエルを伴うオランスの聖母という定義に照らすならば、ローマ、マイウスのカ
タコンベにおける 4世紀のフレスコにまで遡れるが、年代を特定できる最古の作例はダンバート
ン・オークス研究所所蔵のゾイとテオドラのイスタメノン金貨（1042年）である。この聖母子
像は貨幣のみならず、鉛封やイコン等、様々なメディアに描かれたものの、プラティテラ型が聖
堂装飾、とりわけアプシスに導入されたのは 11世紀になってからのことである 3。既に益田朋幸、
辻絵理子の両氏が指摘しているように、13世紀以降の後期ビザンティンになると、プラティテ
ラ型をアプシスに配する聖堂が著しく増加し、その傾向は時代が降るほど顕著になる 4。
　益田・辻両氏は、中期ビザンティンのアプシス装飾におけるオランスのマリア像について、聖
堂空間全体で「キリストの昇天」を演出するという卓見を示した。そして、中期に錬磨された演
出法が後期に受け継がれなかったとも指摘している 5。本稿の目的は両氏の議論を後期ビザンティ
ンにまで発展させることにある。そこで、まずプラティテラ型が後期ビザンティン聖堂において
1　プラティテラ型の定義については、菅原裕文『ビザンティン世界におけるエレウサ型聖母子像の受容』早
稲田大学、2012年 6月、博士論文、17-19頁。
2   B. Pitarakis, "À propos de l'image de la Vierge orante avec le Christ-Enfant (XIe-XIIe siècles): 
l'émergence d'un culte " CA 48 (2000), pp. 45-58や、益田朋幸、辻絵理子「アプシス装飾としての『オラン
スの聖母』」『早稲田大学大学院文学研究科紀要』第 52輯第 3分冊（2006年）29-42頁がこの立場に立つ。
3　筆者が知る限り、ギリシア、ナクソス島、ハルキ村、アギオス・ゲオルギオス・ディアソリティス聖堂（11
世紀）が最古の作例である。同論文、38頁、図 6。
4　同論文、39頁。
5　同論文。
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急増した要因を考察し、次いで同類型が中期から後期に至る聖堂装飾の変遷の中で、いかなる意
味を持ち、どのように位置づけられるかを検討する 6。副題にある通り、筆者は後期ビザンティン
聖堂の聖所を中心に装飾プログラムの変容からビザンティン人の典礼への認識、あるいは実践の
変容を探ることを主な研究課題としているが、本稿はその一部をなすことを付言しておきたい。
アプシス装飾の変遷
　後期ビザンティンになると、プラティテラ型をアプシスに配する聖堂が急増すると述べたが、
では、後期に至るまでどのような図像がアプシスを飾ってきたのだろうか。アプシス装飾の変遷
を簡単に辿ってみよう。
　アプシスとは聖堂の東側に位置する四分の一球形の部位である。一般的に前面には内
テ ン プ ロ ン
陣障柵、
あるいはイコノスタシスと呼ばれる障壁が設置され、会衆が集うナオスと隔てられている。正教
会では至聖所と呼ばれ、司祭にのみ立ち入りが許されている。アプシスには主祭壇が置かれ、祭
壇上のワインとパンが真にキリストの血と肉に変わる聖変化の秘蹟がなされる。
初期ビザンティン（5〜 8世紀）では、アプシスには主の顕現の主題が配された。エジプト、バウィ
ト、アパ・アポロン修道院では、キリストの昇天が描かれている。アプシスの中央では、玉座に
坐すキリストが天に昇っている。下方ではオランスの姿勢をとるマリアを中心に使徒たちが配さ
れている。
　昇天は、使徒行伝 1章 11節の「あなたがたから離れて天に上げられたイエスは、天に行かれ
るのをあなたがたが見たのと同じ有様でまたおいでになる」という天使の言葉が示すように、終
末における再臨のイメージとも重なる。カッパドキア、クズル・チュクル、ハチュル・キリセ（9
世紀末〜 10世紀初頭、図 2）では、バウィトと同様、キリストはマンドルラを帯び、玉座に坐
している。キリストの周囲には、有翼の人、獅子、鷲、牛の四
テトラモルフ
活物や、セラフィム、ケルビム、
大天使が配されている。こうしたキリスト像は図像学的に「マイエスタス・ドミニ（主の荘厳）」
と呼ばれ、エゼキエル書やイザヤ書に記された終末論的なヴィジョンを典拠とする。
　ギョレメ 22番、チャルクル・キリセ（11世紀中葉、図 3）のように、預言者のヴィジョンに
よらず、主の再臨を描く作例もある。玉座に坐すキリストの左にはマリアが、右に洗礼者ヨハネ
が配され、両者ともキリストに両手を差し出して、嘆願の姿勢をとる。キリスト、マリア、洗礼
者の三者からなる嘆願図は図像学的には「デイシス」と呼ばれ、大構図の「最後の審判」の中心
に描かれる。このように初期ビザンティンから続く古い伝統を残すカッパドキアでは、中期ビザ
ンティンになっても主の顕現や再臨の主題がアプシスの図像として選ばれることが多い。
　これに対して、カッパドキア以外の地域ではイコノクラスム（726〜 843年）の影響により、
6　問題そのものは拙稿「ビザンティン聖堂儀礼化研究序説― 後期ビザンティン聖堂（13〜 15世紀）におけ
る儀礼化の進展」『エクフラシス』第 3号（2013年 3月）139-140頁（以下、菅原 2013論文）で提起していた。
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アプシスの図像選択に大きな変化が現れることになる。イコノクラスムでは人像表現の根拠とな
るキリストの人性、すなわち、神の受肉が争点となったのは周知の通りである。聖像を擁護する
一派の論点を要約するならば、次のようになろう。神の受肉により不可視の神は目に見えるよう
になった。それゆえ、聖像の制作は神の受肉を証しする行為である。かつ、キリストの到来によ
り旧約の予型は成就し、旧き契約の時代は終焉を迎えた。よって、かつては天使や預言者にしか
見られなかった神を人間も画像を通じて見ることができる。
　こうした聖像擁護派の論調は旧約的な「顕現」の図像の重要性を減じせしめる結果となった。
その一方で、キリストの地上での生を保証するマリアの地位は、否応なく高まり、聖変化の秘
蹟がなされる主祭壇の真上に位置するアプシスは神の受肉を直接的に想起させる聖母子像の場
となった。言い換えるならば、アプシスは第二の公
パルーシア
現、すなわち再臨を表象する場から第一の
公
パルーシア
現、すなわち受肉を表象する場へと変貌を遂げたのである。
　イコノクラスム終息直後、ニケア（現イズニク）のキミシス聖堂はアプシスに聖母子像を配し
ている。同作例は希土戦争（1919〜 1922年）の際に破壊されており、現存しないが、アプシス
の中央にはキリオティッサ型の聖母子像（正面観の聖母子立像）が配されていたことが資料写真
から知れる（図 4）7。マリアは台に乗り、右手を幼子の右肩に、左手を幼子の左膝に添える。立像
であるにもかかわらず、幼子は坐っているかのような姿で描かれている。画面上方に配された半
円形のメダイヨンから、三位一体を表象する三条の光が放たれ、中央の光から神が右手を差し出
す。メダイヨンの周囲には「汝の若人が朝の胎より出る露がごとく汝に来る」（詩篇 109.3）とい
う銘文が付され、この聖母子像が神の受肉を象徴することを端的に示している。
　ニケアのキミシス聖堂に続いて、867年には首都コンスタンティノポリスのアギア・ソフィア
聖堂のアプシスに聖母子坐像が描かれている（図 5）。総主教座聖堂のアプシスに回復された、
受肉した神の玉座であるマリアの堂々たる姿がアプシスのプログラム形成に与えた影響は計りか
ねるものの、アギア・ソフィア以降、アプシスを聖母子坐像の場とするプログラムは各地に着実
に広がっていく。マケドニア、オフリド、スヴェタ・ソフィヤ聖堂（11世紀）や、同じくマケ
ドニア、クルビノヴォ、スヴェティ・ギョルギ聖堂（1191年）、キプロス、ラグデラ、パナギア・
トゥ・アラカ聖堂（1192年）といった作例も一様にアプシスに聖母子坐像を採用する。筆者が
把握している限り、アプシスにマリア像を配する中期の聖堂は 54例あるが、その中でも聖母子
坐像は 30例と最も多く、中期には聖母子坐像がアプシス装飾の主流となったことが窺える 8。
　中期ビザンティンでは、聖母子坐像の他に、ブラケルニティッサ型（オランスのマリア単独像）9
7　R. Cormack, “The Mother of God in Apse Mosaics,” in ed. by M. Vassilaki, Mother of God: Representation 
of the Virgin in Byzantine Art, exh. cat., Benaki Museum, Athens, Milan, 2000 (here after Mother of God), p. 
96, fig. 50.
8　菅原 2013論文、130頁。
9　菅原博士論文、13-17頁。
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もアプシスに配されるようになった。初期ビザンティンでは「昇天＝再臨」図像の真下に置かれ
るのが一般的であり、このマリア像が単独でアプシスのコンクを飾る例はキプロス、リヴァディ
ア、パナギア・キラ聖堂（6世紀）で報告されているにすぎない 10。ミハイル 3世（在位 840〜 867年）
の寄進により大宮殿内に建設されたファロス聖堂（864年、現存せず）のアプシスにはブラケル
ニティッサ型が描かれていたらしく、総主教フォティオス（在位 858〜 867、877-886年）は次
のように述べる。
　天井にはモザイクによってキリストの特徴をたたえた像が描かれています……。形と色
においてのみではありますが、絵師には創造主の私たちへのご配慮を描くよう霊感が授けら
れているのです。半球の頂点の窪みに、大勢の天使が私たちの主をお護りするように描かれ
ています。聖所の奥、アプシスは乙女の像で輝いています。マリアは私たちのために穢れな
き両腕を拡げ、陛下に敵からの安全と武勲をお与えになります 11。
　記述の後半部分から察するに、ブラケルニティッサ型はパトロンに対する執り成しと恩寵の徴
と考えられていたようで、確かにテサロニキのパナギア・ハルケオン聖堂（1028年、図 6）をは
じめ、キオス島のネア・モニ修道院（1042年以前）、カストリアのアギオス・ニコラオス・トゥ・
カスニヅィ聖堂（1170年代）等、ブラケルニティッサ型をアプシスに配する聖堂は寄進者が明
らかな作例が多い。
プラティテラ型聖母子像の多義性
　本稿の主題となるプラティテラ型も 11世紀以降、アプシスの装飾に導入されたが、この聖母
子像がアプシスを頻繁に飾るようになるのは、先述した通り、後期ビザンティンに入ってからの
ことである。中期ビザンティンでアプシスに聖母子像を配する聖堂は 54例、その内プラティテ
ラ型は 8例にすぎないが、後期になると 109例中 50例と、収集資料の半数近くまで急増する 12。
本章では、プラティテラ型に焦点を絞って急増の要因を考えてみたい。
　プラティテラ型聖母子像をアプシスに配する聖堂はほとんどが小規模な単廊式バシリカであ
る。例えば、マケドニア、スシツァ郊外のボゴロディツァ聖堂（14世紀、図 7）は単廊式バシリカで、
収容人数 10人程度である。オフリドのボゴロディツァ・ボルニチュカ聖堂（14世紀）は丈の高
い横断ヴォールトを備えてはいるものの、規模の点ではスシツァの聖堂と大差はない。思いつく
10　A. and J. Stylianou, The Painted Churches of Cyprus: Treasures of Byzantine Art, Nicosia, 19972, p. 52.
11　B. Λαούρδας, Φωτίου ‘Ομίλιαι, Θεσσαλονίκη, 1959, p.102; ed. and trans. by C. Mango, Photius, The 
Homilies of Photius, Patriarch of Constantinople, Cambridge, Mass., 1958, pp.187-188.
12　菅原 2013論文、138頁。
82
限りでプラティテラ型聖母子像をアプシスに配する作例を列挙するならば、マケドニア、ヴァロ
シュ、ボベデニェ・ボゴロディチュノ聖堂（14世紀）、ギリシア、カストリア、アギオス・アタ
ナシオス・トゥ・ムザキ聖堂（1384/85年）、クレタ、アニサラキ、アギア・アンナ聖堂（1462年）、
が挙げられよう。
　このように、プラティテラ型をアプシスに配する聖堂はビザンティン文化圏の全域で見いださ
れるが、おしなべて規模の小さな単廊式バシリカであり、筆者が知る限り、セルビア、ストゥデ
ニツァ修道院主聖堂（カトリコン）であるプレスヴェタ・ボゴロディツァ聖堂（1258年）が唯
一の例外である。この「プラティテラ型＝単廊式の小バシリカ」という傾向は後期ビザンティン
におけるプラティテラ型急増の要因を考える際の手がかりを与えてくれるだろう。
　プラティテラ型が意味するところについては、キプロス、トリコモのパナギア・テオトコス聖
堂（12世紀、図 8）の作例が示してくれるだろう 13。アプシス装飾の変遷を辿った際に、アプシ
スが受肉を表象する場であること、ブラケルニティッサ型が寄進者の嘆願を意味することは既に
指摘した。プラティテラ型は確かにブラケルニティッサ型と姿勢を同じくするが、トリコモのプ
ラティテラ型の左右に配された銘文を見れば、そこに新たな意味が付加されていることが分かる。
銘文には ΧAIΡE H TEKOYCA ΦWC KAI MH ΓΝΟYCA ΠΟC、すなわち「おめでとう、光を産
みながら、いかにこれが起こったかを知らぬ方」とある 14。この銘文がアカティストス讃歌第 3
連「おめでとう、えも言われぬ仕方で光を産んだ方、おめでとう、何人にもその方法を告げず、
あなたは身籠もって男児を産む」という箇所への言及であり、ビザンティン人がプラティテラ型
の聖母子像も神の受肉との関連で理解していたことは明らかである。
　プラティテラ型はインマヌエルのメダイヨンにより受肉を象徴的に表したものと解せるが 15、アル
バニア、マリグラード、シャーン・マリ聖堂の作例（図9）はこれを直裁的に表現している。マリグラー
ドはマケドニア、アルバニア、ギリシアの三ヶ国にまたがるプレスパ湖のアルバニア側に浮かぶ無
人島で、シャーン・マリ聖堂は島の洞窟を利用した小さな単廊式バシリカである。アプシスには両
手を拡げてオランスの姿勢を取るマリアの半身像が描かれ、赤いインマヌエルのメダイヨンが加え
られている。しかし、この作例が興味深いのは、マリアが身に纏うマフォリオンの袂からメダイヨ
ンがマリアの胎内に入り込もうとする、つまり、受肉の瞬間を描出する点である 16。
　アプシスのマリア像は天使を伴うことが多いが、プラティテラ型も例外ではなく、様々な姿勢
やアトリビュートをもつ天使が伴う。筆者はかつて聖母子像に伴う天使が仕草やアトリビュート
によって、聖母子像に新たな意味を付加する役割を果たすとの解釈を提示したが、ここではその
13　Stylianou, op. cit., p. 488.
14　Ch. Baltoyanni, “The Mother of God in Portable Icons,” Mother of God, pp. 138-141.
15　益田朋幸「ビザンティン聖堂装飾における中軸の図像」『エクフラシス』第 2号（2012年）、66-67頁。
16　同論文、67頁、註 29。益田氏はマリグラードのインマヌエルの表現がオフリドのボゴロディツァ・ペリ
ブレプタ聖堂（1295年）ナルテクスの旧約予型図像を模倣するものと指摘している。
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際に及ばなかった特殊な例を挙げたい。
　キプロス、ムトゥラス、パナギア・トゥ・ムトゥラ聖堂（1280年、図10）17を見よう。同聖堂も
やはり小さな単廊式バシリカである。アプシスの中央にはオランスの姿勢を取り、インマヌエルの
メダイヨンを伴う標準的なプラティテラ型聖母子像が描かれている。聖母子像の向かって左にミカ
エル、右にガブリエルが配されているが、注目すべきは彼らが香炉を手にしていることである。こ
の香炉が何を象徴しているかについては、コンスタンティノポリス総主教ゲルマノスを繙く必要が
あろう。
　香炉はキリストの人性、炎、その神性を表す。芳しき薫香は先んじる聖霊の芳香を明らか
にする。香炉が甘美なる喜びの徴なるがゆえである。
　また、香炉の内側は神の炭たるキリストを身ごもられた［聖なる］乙女［にして生神女］の［聖
別された］胎と解される。［キリストの内には］「満ちあふれる神性が身体的に宿っている」（コ
ロ 2.9）ためである。ゆえに、それらは共に甘き芳香を発するのである 18。
　総主教の言葉は言うなれば教会の統一見解であり、それゆえにムトゥラの天使が手にする香炉
は第一に神の受肉を強調するものと解されよう。さらに、ムトゥラの天使が香炉を振っている点
にも着目したい。というのも、「聖
キ ミ シ ス
母の眠り」でマリアの枕頭に立つペテロも同じ挙措をとるか
らである。ベルティンクは、ビザンティン人は典礼の実践を通じて解釈力を培い、別個の図像の
間に連鎖するイメージを見いだしていたと指摘した 19。ベルティンクの指摘に従って連想の輪を
広げていくならば、ムトゥラスの天使と聖母の眠りにおけるペテロは香炉を振る動作によって葬
送をも想起させうると解するのは穿った見方だろうか。ここで葬送と結びつけられるのは第一に
将来人類のため犠牲となるインマヌエルであり、香炉は受難を暗示するモティーフとなる。さら
には、マリアと香炉の組合せから「キミシス＝人
テ オ ー シ ス
間神化」の含意を読むことも不可能ではないだ
ろう。いずれにせよ、ムトゥラスのプラティテラ型は天使のアトリビュートと動作によって様々
な読み方が可能になる、極めて多義的な作例と言えるのではなかろうか。
装飾プログラムの変容とプラティテラ型聖母子像
　では、なぜ後期ビザンティンにおいてこうした多義的な図像が好まれたのか。その要因を装飾
17　Stylianou, op. cit., pp. 323-330.
18　Ed. and Trans by P. Meyendorff, St. Germanus of Constantinople, On the Divine Liturgy, New York, 1999, 
pp. 78-81.
19　H. Belting, Das Bild und sein Publikum in Mitteralter: Form und Funktion früher Bildtafeln der Passion, 
Berlin, 1981, p. 182; idem, “An Image and Its Function in the Liturgy: The Man of Sorrows in Byzantium,” 
DOP 34-35 (1980-1981), pp. 1-16.
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プログラムの変遷との関連で検討しよう。現存する聖堂のプログラムを年代順に並べてみると、
イコノクラスム直後の 9世紀から 10世紀にかけて、とりわけカッパドキアではキリストの生涯
の細部に至るまで語り尽くそうとするプログラムを指向していたことが伺える。ギョレメのトカ
ル・キリセ旧聖堂（10世紀初頭、図 11）20が好例となろう。ヴォールトは南北に二分され、それ
ぞれ 3層のフリーズ状画面に分節される。北側第 1層は幼児伝 3場面、第 2層は公生涯 6場面、
第 3層は受難伝 6場面、それぞれ左から右に物語が進行する。こうした絵巻物を拡げたようなサ
イクルは連続説話サイクルと呼ばれ、ベリスルマのバハティン・サマンルーウ・キリセシ（10
世紀後半）21、チャヴシンの大鳩小屋（964/65年）22をはじめ、カッパドキア各地で観察される。
　11世紀になると、典礼暦の整備、儀式の執行方式の変化、内接十字式建築の導入による内
部空間の複雑化に伴い、キリスト伝サイクルも変容を遂げる。すなわち、キリストの生涯から
十
ドデカオルトン
二大祭を抽出し、これを核にプログラムを構成するようになるのである。ギョレメのカランル
ク・キリセ（11世紀中葉）23も内接十字式のプランを採り、幼児伝 2場面を北壁、公生涯 3場面
を西壁、受難伝 3場面を南壁に配する。
　十二大祭サイクルは単廊式の聖堂でも主流となった。クルビノヴォのスヴェティ・ギョルギ聖
堂（1191年、図 12）24のキリスト伝は、東壁の「受胎告知」を起点とし、南壁「エリサベト訪問」「降
誕」「神殿奉献」「洗礼」「ラザロ」と続く。西壁は「聖霊降臨」「入城」「キミシス」「変容」が配
される。北壁は「磔刑」「降架」「埋葬」「空の墓」「アナスタシス」と並び、東壁の「昇天」に至
る 25。
　しかし、後期になると装飾プログラムは複雑化・多層化の傾向を見せ、マケドニア、ヴァロシュ、
スヴェティ・ニコラ聖堂（1298年、図 13）のような小バシリカでさえ 21に及ぶキリスト伝図像
が描かれるに及んだ。同聖堂では壁面を 3段に分節してプログラムを構成する。南壁の上段は幼
児伝から公生涯、下段はユダの裏切りからゴルゴタへの道行きに至る受難伝、西壁は上段が変容、
中段が聖母の眠り、下段が受難伝、北壁は 2段ともに受難伝が配される。
　そればかりではなく、スヴェティ・ニコラでは後期に見いだせる新たな現象も確認される。同
聖堂のプログラムは十二大祭を核として構成されるが、「ゲツセマネの園」「嘲弄」「昇架」等、
十二大祭の間を繋ぐ副次的な図像が、かつ中期には聖堂を飾ることのなかった、あるいは新たに
20　A. W. Epstein, Tokalı Kilise: Tenth-Century Metropolitan Art in Byzantine Cappadocia, Washington, D. C., 
1986.
21　Ibid., pp. 155-173.
22　N. Thierry, Haut Moyen-Âge en Cappadoce, vol. 1, Paris, 1983, pp. 43-57.
23　C. Jolivet-Lévy,”Aspects de la relation entre litrugique et décor peint à Byzance,”Art, cérémonial et 
liturgie au Moyen Âge (Lausanne-Fribourg 2000), Rome, 2002, pp. 375-398.
24　L. Hadermann-Misguish, Kurbinovo; Les fresques de Saint-George et la peinture byzantine du XIIe siècle, 
Bruxelles, 1975.
25　益田朋幸『ビザンティンの聖堂美術』中央公論社、2011年、31-132頁。
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創出された図像が装飾プログラムに挿入されているのである。
　T・マシューズは、時代を経るにつれて大規模化していく西欧の聖堂建築とは対照的に、ビザ
ンティンでは早くから典礼および聖堂が個人化してゆく傾向を見せ、それゆえに小口の寄進者に
よる私的で小型な聖堂が増加したと説明する。マシューズによれば、15世紀のコンスタンティ
ノポリスでは、アギア・ソフィアのような大規模でモニュメンタルな聖堂を１とすると、小型の
私的な聖堂の比率は 25にも及んだと指摘する 26。
　大口の寄進者による大規模な聖堂であるならば、画家たちは与えられた壁面を存分に使って、
キリストの生涯や教義の要諦を表現することができた。例えば、セルビア王マルコの寄進によ
るマルコフ・マナスティル（1376年）では、アプシスにブラケルニティッサ型の立像が配され、
左右に礼拝する大天使が置かれる。マルコフ・マナスティルで興味深いのはアプシス頂部、マリ
アの頭上に両腕を拡げて祝福するキリスト・インマヌエルが描かれていることである。このよう
にプログラムを展開することで、寄進者への加護というブラケルニティッサ型本来の意味を損な
わず、神の受肉という教義とアプシスの象徴性を活用することができよう。
　もう一例、コソヴォのグラチャニツァ修道院（1321年、図 14）を見よう。グラチャニツァも
セルビア王のステファン・ウロシュ 2世ミルティンの寄進によることが知られる。同聖堂アプシ
スのプログラムもマルコフ・マナスティルと酷似するが、インマヌエルのメダイヨンから 5条の
光が発している。光に囲まれたインマヌエルが、キリストを光と表すトリコモの銘文やアカティ
ストス第 3連を想起させるのは言うまでもない。
　後期ビザンティン聖堂は、饒舌と評されるほど仔細にキリストの生涯や教義を図解しようとす
る傾向が認められる。それはかつての連続説話サイクルへの回帰とも解されるだろう。他方、ビ
ザンティンでは早くから個人の寄進により献堂され、後期ビザンティンでは聖堂の小型化が著し
く進行する。後期ビザンティンの画家が直面した問題は、小さな壁面に可能な限り多くの情報を
盛り込むという矛盾を解消することだったのではなかろうか。
　プラティテラ型が後期ビザンティンにおいて小聖堂のアプシスに導入されたのは、オランスの
姿勢が寄進者への加護を約束し、胸部のインマヌエルが受肉の教義を表すと解されていたためだ
ろう。天使が伴う場合、その仕草やアトリビュートは聖母子像にさらなる含意を付与する。プラ
ティテラ型聖母子像は、後期ビザンティン聖堂における詳細なプログラムと小さな壁面という矛
盾を解消する、言わば「オール・イン・ワン」の使い勝手のよい図像であった。そして、同時に、
キリストの生涯や教義を壁画によって語り尽くそうとする後期ビザンティンでこそ主流となり得
た図像だったのではなかろうか。
26　T. F. Mathews, “’Private’ Liturgy in Byzantine Architecture: Toward a Re-appraisal,” CA 30 (1982), pp. 
125-138.
86
［図版出典］
　図 4：R. Cormack, “The Mother of God in Apse Mosaics,” in Mother of God, p. 96, fig. 50.
　図 8（株）日本橋トラベラーズクラブ提供。
　他は筆者撮影。
［付記］本稿は平成 25年度科学研究費若手研究（B）「後期ビザンティン聖堂（13〜 15世紀）に
おける儀礼化の進展」（代表　早稲田大学　菅原裕文）による研究成果の一部をなす。
図 1　プラティテラ型、1368 年頃　マケドニア　オフリド　ボゴロディツァ・ボルニチュカ聖堂　
図 2　マイエスタス・ドミニ　10C 初頭　トルコ　カッ
パドキア　クズル・チュクル　ハチュル・キリセ
図 3　デイシス　11C 中葉　トルコ　カッパドキア　
ギョレメ　チャルクル・キリセ
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図 4　キリオティッサ型　843 年以後　トルコ　
イズニク（ニケア）キミシス聖堂
図 5　聖母子坐像　867年　イスタンブール　アギ
ア・ソフィア聖堂
図 6　ブラケルニティッサ型　1028 年　ギリシア　テ
サロニキ　パナギア・ハルケオン聖堂　
図 7　プラティテラ型　13C 末～ 14C 初頭　マケドニ
ア　スシツァ　ボゴロディツァ聖堂
図 8　プラティテラ型　12C 初頭　キプロス　トリコ
モ　パナギア・テオトコス聖堂
図 9　プラティテラ型　1369 年　アルバニア　マリグ
ラード　シャーン・マリ聖堂
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図 10　プラティテラ型　1280 年　キプロス　ムトゥ
ラス　パナギア・トゥ・ムトゥラ聖堂
図 11　連続説話サイクル　10C 初頭　トルコ　カッパ
ドキア　ギョレメ　トカル・キリセ旧聖堂　
図 12　十二大祭サイクル　1191 年　マケドニア　ク
ルビノヴォ　スヴェティ・ギョルギ聖堂
図 13　後期の装飾プログラム　1298 年　マケドニア
　ヴァロシュ　スヴェティ・ニコラ聖堂
図 14　ブラケルニティッサ型とインマヌエル　1321/22 年　コソヴォ　グラチャニツァ　グラチャニツァ修道院
